








研究目的 

近年新生児医療の地域化および集中治療法の導入によって,極小未熟児ことに超未熟児の

生存例が増加しつゝあるが,さらに哺育成績の向上によって後障害児を減少させるには,罹

病および死亡の重要な原因である脳室内出血(以下 IVH と略す)の治療および予防的方策に

対する検討が必要と考えられる。今回われわれは,極小未熟児の哺育指針の方向づけの手段

として,IVH の病因に関連する若干の成績および生存例の予後について検討した結果を報

告する。 


